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【発表要旨】 

 高松市美術館は、戦後間もない 1949(昭和 24)年、名勝栗林公園内に地方の公立美術館と

しては全国に先駆けて誕生しました。そして、瀬戸大橋が開通した 1988(昭和 63)年に、現

在の市内中心街へ移転新築し、2016 年春、高松市美術館は約 1年間の改修工事を経て、リ

ニューアルオープンしました。「戦後日本の現代美術」「20 世紀以降の世界の美術」「香

川の美術(工芸)」を軸として系統的に収集されてきた当館所蔵の美術作品は、1,600 点あ

まりにのぼります。中でも質・量ともに日本屈指となった「戦後日本の現代美術」コレク

ションは、国内外で高い評価を得ています。 

 瀬戸内国際芸術祭など芸術の風に沸き立つ高松市は、創造都市を標榜しています。その

ような都市において、当美術館は文化的な拠点としての役割を期待されているといえるで

しょう。当館は、幸いなことに中央商店街に隣接しています。そのような利便性を生かし

て、できるかぎり開かれた美術館を目ざすべく、さまざまな試みをしてきました。今年は、

現在の地に移転して 30周年を迎えることもあって、さらに新しいことにも挑戦したいと考

えているところです。そういった数々の試みの一端を紹介できればと思います。 
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